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研究成果の概要（和文）：  
本研究は，過疎問題を考える上で最低限必要となる基盤データを整備することである．特に，
一般的に整備された経済指標のみではなく，過疎地域という社会経済状況をより正確に表現可
能なデータ整備(われわれは，過疎地域における時間概念を考慮した社会会計表：“過疎地時間
SAM”と呼ぶ)を行うことを目的としている．この過疎地時間 SAM は，通常の社会会計表を時間
単位で再構築し，それを過疎地域の社会活動を表現可能なように改良したものである． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of this research is to construct a base economic data in order to analyze social 
issues on rural areas. Traditional economic data is not enough to analyze these regions, 
because of resource on these regions is not only labor and capital but also time and social 
capitals. So, we proposed Rural Area Social Accounting Matrix in consideration of time 
resources and its applications. Use this data, we can find some future social issues from 
the numerical simulations. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 
国土計画を考える上で，過疎問題の重要性は
論を待たない．人口減少・高齢化による影響

は都市部だけの問題でなく，地方部(いわゆ
る過疎地域)でより深刻化しつつある． 
本来，国土計画では，今後のわが国の社会厚
生を考える上で，都市部と地方部の社会基盤
の整備・維持・財源調達をどのように実施し
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ていくかを考えていく必要がある．しかしな
がら，過疎問題を考える上で必要となる，情
報(基盤データ)が不足しており，入手可能な
データは，限られた社会経済指標のみである． 
 
 
２．研究の目的 
 
 
国土計画を考える上で，過疎問題の重要性は
論を待たない．人口減少・高齢化による影響
は都市部だけの問題でなく，地方部(いわゆ
る過疎地域)でより深刻化しつつある． 
本来，国土計画では，今後のわが国の社会厚
生を考える上で，都市部と地方部の社会基盤
の整備・維持・財源調達をどのように実施し
ていくかを考えていく必要がある． 
しかしながら，過疎問題を考える上で必要と
なる，情報(基盤データ)が不足しており，入
手可能なデータは，限られた社会経済指標の
みである． 
 
本研究の目的は，過疎問題を考える上で最低
限必要となる基盤データを整備することで
ある． 
特に，一般的に整備された経済指標のみでは
なく，過疎地域という社会経済状況をより正
確に表現可能なデータ整備(われわれは，過
疎地域における時間概念を考慮した社会会
計表：“過疎地時間 SAM”と呼ぶ)を行うこと
を目的としている． 
この過疎地時間 SAM は，通常の社会会計表を
時間単位で再構築し，それを過疎地域の社会
活動を表現可能なように改良したものであ
る． 
 
 
３．研究の方法 
 
 
(1)マクロ的接近法によるアプローチ 
 
 昨年度までに構築した，マクロレベルで見
た社会会計表 SAM をベースとして，将来の社
会状態を想定したシミュレーション分析を
行う． 
特に，過疎地域では，10 年後 20 年後見据え
て，どのような年齢階層でどのようなサービ
ス供給が不足する恐れがあるかを統合的に
予測し分析を進めた，さらに，当該地域の住
民とのヒアリングを通じて予測制度の確認
ならびに対応方策に関する分析を進めた． 
 
(2)ミクロ的接近法によるアプローチ 
 
 一方，マクロ的接近法とは別に，住民から
のアンケート調査をベースとしたミクロ的

近接法による過疎地時間 SAMの構築を試みる．
既に，鳥取大学の持続的過疎形成プロジェク
トで前年度に実施した，当該地域でのアクテ
ィビティダイアリー調査がある． 
 
ミクロ近接法アプローチでは，このアクティ
ビティダイアリー調査から作成した集落単
位の時間 SAMとマクロ的近接方で作成した社
会会計表 SAM の集計問題に関して，いまいち
ど確認し，社会問題に応じた両手法の使い分
けの検討を実施した． 
 
その結果構築した過疎地時間 SAM は，対象地
域に住む人々の全活動を分析の対象とする
ことが可能である． 
つまり，対象地域に住む人々の有償労働だけ
でなく，家事，社会奉仕といった無償労働か
ら，睡眠，学習といった個人的な活動までの
全活動時間を分析の対象とする． 
過疎地時間 SAM は，人々が行う時間を提供時
間，その受け取り時間を受領時間として記入
し，世代間の時間のやり取りを定量化するこ
とが可能である． 
 
図-1 に，分析範囲を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 過疎地時間 SAM の分析範囲 

 

そして，表-1は，過疎地時間 SAM の構造を示
している． 
 
過疎地時間 SAM は，対象地域の人々の時間利
用とその受け取り時間を示した表である． 
 
過疎地時間 SAM の行項目には，人々の時間利
用を表示し，列項目には，人々が受け取った
時間を表示する．本研究では，人々の時間利
用を提供時間，その受け取り時間を受領時間
と考える． 
このような表を用いることで，対象地域の
人々の全活動を分析の対象とすることが可
能となる． 
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過疎地時間 SAM の主な項目は， 
「個人的活動」 
「自己労働」 
「就業労働」の 3つで構成されている． 
以下に各活動項目の説明をする． 
 
a)個人的活動 
 
表-1 の A1 部分は，個人的活動時間を示す． 
 
個人的活動とは，自分自身に直接役に立つ活
動（睡眠・食事・スポーツ・その他の余暇活
動など）が該当する．個人的活動の項目は，
対象地域の人々を年齢や性別など自由に分
類し，項目とすることが可能である．本研究
においては，個人的活動項目を年齢別に「青
少年」，「成人」，「高齢者」の 3つの項目を設
けた．個人的活動は，個人に直接役に立つ活
動であるため，その活動を受け取るのも自分
自身である．そのため，提供時間と受領時間
は一致する． 
 
b) 自己労働 
 
 B1 部分は，自己労働時間を示す． 
 
自己労働とは，自分自身だけでなく，自分以
外の他の人たちの為にもなる金銭の発生し
ない活動（家事や介護など）のことである．
言い換えると無償の労働と言える．また，A2
部分には，各世代からの提供時間（B1部分）
を各世代が，それぞれどれだけ受領したかを
示す． 
  
c) 就業労働 
 
 C1 部分は，貨幣の発生する就業労働時間を
示す． 
また，A3 部分には，各世代からの提供時間（C1
部分）を各世代が，それぞれどれだけ受領し
たかを示す． 
 
d) 残高 
 
A4 部分は，残高を示す． 
残高は，各世代からの提供時間と受領時間の
差を表す（残高＝提供時間－受領時間）．残

高がプラスである世代は，自身が受領してい
る時間以上に，他の世代に時間を提供してい
ることを示す．また，マイナスである世代は
自身が提供している時間以上に，他の世代か
ら時間を受領していることを示す． 
 
４．研究成果 
 
両アプローチを通じて，鳥取県を対象として
過疎地時間 SAM を構築し，その作成手法をと
りまとめた．さらに，2005 年，2035 年の人
口減少・高齢化社会の到来をシナリオとして
与えた分析を通じて，これら過疎問題がどの
ように社会全体へ影響するかを定量的に把
握した（図-2，図-3 参照）． 
これらの成果をまとめ，環境システム研究会
などで発表し，公表した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

表-1 過疎地時間 SAM の構造 

単位：時間

残高
合計

個人的活動 自己労働 就業労働

A4

B1 C1個人的活動

自己労働

就業労働

A1

A2

A3

合計提供時間
受領時間

2005 2035

1990（鳥取） シナリオ[0,0] シナリオ[0,1]

2005（鳥取） シナリオ[1,0] シナリオ[1,1]

2005（東京） シナリオ[2,0] シナリオ[2,1]

：世帯構成

：人口m
l

核
家
族
化
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図-2 分析シナリオ 
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図-3 人口減少・高齢化が進んだ場合の各世代１人当
たり受領時間の変化率（％） 
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